
【長期継続活動支援事業：2事業】

申
請
番
号

申請団体名
（所在地）

活動名及び活動内容

活動期間 青少年参加対象者 人 数

１

子供囲碁教室交流実行
委員会

（久留米市）

【活動テーマ：④それ以外のテ一マ】

子供囲碁教室交流会.

(青少年アンビシャス運動杯争奪囲碁大会)

囲碁を通じ礼節等の社会性や人格形成を図るなど青少年健全

育成を目的として、 県内の子供囲碁教室が参画し囲碁交流事業

を実施している。地区毎に囲碁予選会を行い、地区予選会を勝ち

抜いた子どもたちが日本棋院で青少年アンビシャス運動杯争奪の

囲碁タイトル戦を行う。

H30年4月～R4年3月
（令和3年度）

7歳～18歳 100名

２

福岡県立柏陵高等学校
環境科学コース

（福岡市南区）

【活動テーマ：②環境保全活動の推進】

「環境」の視点からＳＤＧｓ11「住み続けられるまちづくりを」に貢献

高校生が学校の授業を離れ、積極的な地域ボランティア活動を

通じ、地域の課題に向きあい、解決に取り組む主体的で具体的な

地域貢献活動を行う。

朝倉市杷木では、復興支援をベ一スに地域の中学生に呼びか

け柿畑での農業ボランティア活動や荒廃地でどんぐりを利用した

里山保全活動を行う。那珂川市では、生物の生息環境調査や小

学生との水生昆虫・植生の観察会を行う。

R元年4月～R4年3月
（令和3年度） 11歳～18歳

65名
（うち小中学性は45名）
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令和3年度（前期）助成団体及び活動概要

令和3年度前期の助成事業として、4事業（長期継続活動支援：2事業、短期活動支援：
２事業）への支援を決定しました。



申
請
番
号

申請団体名
（所在地）

活動名及び活動内容

活動期間 青少年参加対象者 人 数

①

直方市青少年育成
市民会議

(直方市）

【活動テーマ：②環境保全活動の推進】

SDGsカ一ドゲ一ムで豊かな環境を未来に残そう

国際的な取り組みである「SDGs」について、子どもたちの理解

を深め、自分自身の課題として取り組むことができるよう、カ一ド

ゲ一ム形式を取り入れた体験活動を実施する。 この活動を通じ

て、子どもたちが地域課題解決に主体的に取り組む積極性、コ

ミュニケ一シヨン力等を育むもの。

(ゲ一ムの概要)

〇子どもたちには、住民・企業・行政などの「役割カ一ド」や人的資源・お金などの「アイテムカ

一ド」が割り振られる。

〇子どもたちに地域課題が記載された「プロジェクトカ一ド」がランダムに提示される。

(例えば、駅前の車渋滞を解消するにはどうしたらよいか等の地域課題)

〇子どもたちは自分の役割やアイテムに応じて、自分の考えをまとめ、他の役割チ一ムとの必

要な交渉、説得、協調、決断等を実行し、プロジェクトカ一ドに示された地域課題解決等につ

いて、参加者全員で地域の目標達成を目指す。

〇最後にゲ一ムを通じて自分が気づいたことをみんなでとりまとめて発表する。

令和3年度 9歳～15歳 30名
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【短期活動支援事業：2事業】

②

福岡県立水産高等学校

(福津市)

【活動テーマ：④それ以外のテ一マ】

地元の食材で新商品開発

水産高校生の有志が授業を離れ放課後や休日を利用した課外活動

として、地元の食品加工会社と連携し、実際に流通できることを目指し

た新商品開発の研究活動に取り組む。

併せて、新商品開発において苦労した点、工夫した点、楽しかった点、

達成感などについて、文化祭等で地元小中学校の生徒を招いた発表

会を行う。

令和3年度 17歳～18歳 31名


